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わけ,オニールはその反俗精神の故に,アメリカ社会とその大衆が，さらに広く地上におい
て権力と繁栄とをほしいままにする楽天家なる大多数者らが，その生き甲斐のよりどころ
として信仰するところの多くの価値対象をなさけ容赦もなく破壊し去ったがために，所謂
世の健全なる大衆の反感と憎悪を誘発した結果として，一般に認められ受けいれられるこ
とのなかったのは，オニール文学の本質からしてむしろ当然とみなされるふしが多分にあ
るのだ。オニールが一般にアメリカやイギリスの社会を通じて1怪視ないし無視されがちな
根本原因はここにあるらしい。だが,EricBentleyも断定するごとく，「もしオニー ルを嫌
う者があるとすれば，彼等はオニールによって代表される現代を嫌悪しているのに他なら
ない。」との見解は，事柄の正しき一面を指摘するものであろう。しかもしんに永遠性あ
る文学は，作家，思想家，学者，ならびに文学研究者ないし愛好者と称するごく限られた
一握りの選ばれたる者達により，わずかに理解されるていのものであって，流行を追う気
紛れな一般大衆と隔絶して，総じて無縁のものであることは，なにもオニール文学に限ら
れたわけのものではなく，又今にはじまったことがらで‘もないのだ。今ひとつ，オニール
の言わんとするところの思想は，既にイブセンやストリンドベリー によってより見事に表
現展開されていると言う主張には敢て異論をさしはさまないとして，さてはやっぱりそう
か，と言ったぐあいで，似通ったことを口にしかねない不見識な附和雷同の読者も相当に
あり得るものと予想されるだけに，ちょっと情けない気もする次第なので，ここで「オニ
ルーの劇はすべての点においてモダー ンである。」というJosephW・Krutchの言葉を
とってもって，さらに私流に，イブセンやストリンドベリ一らより，さらに一層モダー ン
なのだとつけ足してもよいと思うのだ。総じて，各人各様，千差万別なる芸術家のもろも
ろの個性に彩られた作品群は，それぞれにゆるぎなく確固たる存在理由とかけ代えのない
芸術価値を確保していて，時代と場所とを超えて柳緑花紅の大調和を現成していることは
言うまでもないことで，ましていわんや大詩魂の結晶たる第一等星ユー ジン，オニー ルの
作品群においてはなおさらのことではないか。さてオニー ルについて書きはじめた枕にい
わば勇み足の聞きすてならぬドナルド，リー チのオニー ル評価をもってしたのは，ほか
でもなく，大作家オニー ルにまつわる穀誉褒踵は正しく研究に値する多彩多様なる相貌を
になっていて，十分なる検討に値するitemなのだから，この際一括して賛否の両論を
展望整理して，その実態に則して私なりのオニー ル評価に恰好をつけておかんがためであ
る。
＊ ＊＊
賛否両論
かつて，オニー ル同様にアイルランドの血統に立つ大作家のショー は，彼一流の調子
で，オニールはbansheeShakespeare(つまりセンチメンタルで大袈裟なシェイクスピ
ア）だと皮肉りきめつけたことがあるかと思うと,MartinLammなる評家は,これまた
ユージーン・オニール覚え書 81
アイルランド派のシングとならんで20世紀最大の劇作家だと折紙をつけている。
オニー ル否定の論はVirgilGeddes,H.G・Kemelman,及びTimesLit.Supp・に
のった0CounselsofDespair'なる一文をものした匿名人物らを先頭に続ぞくとして牧
挙にいとまもない程のそうぞうしさだが，その諭旨を概括すると，
①ユーモアと哲学の欠如。
②本格悲劇に必須のgreatlanguageと真正芸術家にかくことのできぬ宗教的観点
の欠如。
③人生のrichnessとpoeticgrandeurの欠如。
④その最も得意とする強迫観念にとりつかれた人物や女性のあるがままなる生態につ
いてのはなはだしき認識不足。
⑤真の悲劇にふさわしくない安手の言葉の濫用，冗慢にして怠屈なる繰返しの多きに
失すること。すぐれた悲劇に必須のペリペテイア(suddenturn)の欠如。
と言った諸点が,否定論者らの指摘に比較的共通するオニー ルの欠点である｡ほかに時代と
の関連の意識が不足しているため現代と遊離している。暗うつで非妥協的なる人生観。登
場人物をあまりに自己と同一視して混同し過ぎること。精神病理学ないし精神分析学に依
存しすぎることは作品の価値を安価ならしむること｡あらゆる社会を論難して,社会改良の
ための一切の解決策を'唆拒するところのニヒリストであること。彼の登場人物は現実のな
まの人間とくらべて，文化的心理的ガスでふくれ上った不自然なロボットであること。劇
的センスの欠如をトリック本位の工夫でごまかしているために，まことの劇的感動を伝え
ないこと。作中にむやみやたらと死の事実と殺人事件の多いのは陰惨不快であるばかり
か，不自然にすぎること。彼の作品にはいかなる哲学のcontinuityもないと言う事実。
強烈にして均衡を失したハイブロー ・メロドラマにすぎないということ。彼が晩年に技術
的な放れ業や病的なる心理に対して異状に興味が増大して行ったのは，創造力の低下と貧
困のくつのあらわれだということ。彼はすぐれた芸術家というよりはむしろ卓抜な劇のク
ラフッマンだということ｡なかんづくこれら否定論者の中で,ほとんど異様なまでに悪意の
看取されて不快なのは，例のTimes誌にのったGCounselsofDespair'の論旨である。
この論者によると．オニール文学は文学青年むきの鼻もちならぬ青臭いもので，未熟粗野
なる感情と貧困なる思想の所有者にすぎないもかかわらず，人類に対する愛情をまったく
欠き，同胞，教会，社会を侮蔑して，一切のものに対する「絶望を弁謹する者」としての
芸術活動をやっているにすぎないと言うのである。これだけでは言い足らず,オニールに対
するノーベル賞の授与は,当局者らの不見識な気紛れにすぎないとまで非難攻撃している。
もっともこの評家のほかにも，オニールは，これまでにわれわれに対してgreattheatre
を与えてきたが,greatdramaを与えたためしがないのだから，偉大な劇作家とは言え
ないので，ノーベル賞の授賞は当を得た判定にもとずかないものとして同調している評家
もいる。
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一方で,BrooksAtkinsonはオニー ルに対するノー ベル賞の授与を極めて至当なこと
として祝福の意をのべ，同時にかくの如く世界的に認められた大作家に対して，地元のア
メリカ人大衆が比較的に冷淡であることを不満としている。
以上で，否定論者等の論旨紹介をうちきり，次にオニール肯定論者らの声を展開する。
まづ最初にTomF.DriverはKrutchやNathanらと同調してオニー ルの悲劇は
真の悲劇にあらずとして，彼の持論である6Lifeismerelyaninevitableprogression
towarddeath'なる主張に強く反対の意を表明しながらも，オニー ル劇のもつgrandeur
とimaginationは爾余の凡百の劇作家らの業績を!petitandtimid'ならしめるもの
として認むくきは十分に認める態度をとっている。4O'Neillandhisplays'の編者Oscar
Cargillによれば，オニー ルの(MourningBecomesElectra'は多くの点で，かのギリ
シヤ古典劇を凌駕するものであるとし,WalterF.TaylorはElectra(略称）はシェ
イクスピアの「リヤ王」や「マクベス」に比肩しうるものとしている。ここで支持者らの
中で特に興味深く思われるのは,AlanD.MickleとThomasK.Whippleの両者で
あって，これら二人の評家は，大多数の評家等のいわば与論としての意見のまさしく正反
対の立場に立って,オニー ル擁護の論陣をはっている｡すなわちdStrangelnterlude'その
他オニー ルのdtragedyoffrustration'に登場する人物らこそが完全にノー マルなるも
のであって,そのtragedyは,そのままにとってもって我らの現実とすることができるも
のとして,勇敢に断定しきっている。さらにMickleとなると，それどころか，オニール
の無条件の礼讃者あるいは心酔者であって，彼をシェイクスピア，イブセン，ゲーテ，ブ
レイクと同列の偉大なる一流中の一流なりと断じて，いささかもはばからないのだ。筆者
は信ずるのだが，かかる熱意に充ちた心酔者らとその後塵を拝して進むものと恩はれる傾
倒者らの群れ(いわば荒凉無残なる人生の体験者としての読者らの切なるneedからして，
たとえば炎天下にthirstに苦しむ者の慈雨を求めるがごとくにオニー ルに傾倒する者ら）
こそがオニール文学を支えて，伝統を守るまことの読者層であって，これらの一群は未来
に向って，いよいよ増加こそすれ,減少するものとは,ちょっと考えにくいのである。また
別の評家によると,@Strangelnterlude'におけるambivalenceの深さは，ドストイエ
フスキーの「カラマゾフ兄弟」のそれとよく匹敵しうるていのものであると。さらに他の
評家の言によると，アメリカにおけるこの近代劇の先駆者である劇作家は，他者の追随す
るを得ない圧倒的なメロドラマのセンスをしかと体得していて，これこそが彼の最大の武
器でありまた身上だと言うのだが，これは，ていよくけなしつけたとするよりは肯定支持
する為の発言とみなして支障はないだろう。
ここでいよいよ，ようやくにして，オニールの真の理解者らの意味深く肯緊に当たる
remarksにしづかに耳を傾むける運びとなった。常日頃から筆者は感じていることなの
だが，幾分大胆に言い切ることが許されるとすれば，作家論なんてものは，深い愛情と理
解にもとづく熱意のこもった力強い対象作家へのhomageあるいはeulogy-それは
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ひいきのひき倒しみたいなものではなくて,いわば慈母が,そのいとしきみどり子をみつめ
るときのけい眼と洞察力と言うよりはむしろこの子に幸あれかしと祈る際の，限りなくや
さしくて,またとなく真剣なあのいつくしみのまなざし,そのははなるもののかなしみの慈
眼につらぬかれた，言葉のまことの意味合におけるhomage又はeulogy-こそが存
在の価値をもつのであって，‘|利巧ぶったおかしげな，バカに景気のいいのから，ああでも
ない，こうでもないと言ったぐあいの無いものねだりの心ないしろもの，はては対象作家
よりあげつらう当人の方が，あわて者の眼には，えらそうに見えるていの否定の分析論に
到るまで，そのようなものはおしなべて，精ぜいのところ，なきにまさるくらいのところ
のものなので,実はあってもなくてもどうでもよいものなのだ。筆のはずみで,言はでもの
事を書きつらねたが,さてオニー ル理解者の一番手はかの博学のArthurHobsonQuinn
である。彼によると，オニールこそがアメリカ演劇にまことの活力を賦与した第一人者で
あって，その宿命としてのケルト的背景が彼をして@amysticwiththeheartofa
poet'なる神秘につかれた詩人劇作家をつくりあげたと言うのである。そしてこれは正し
くオニールの本質を射抜く視点なのだ。ついでAlanS.Downerも亦オニール芸術の本
質にふれて次の如く断じている｡ダウナー は,とくにオニー ルを0apoetofthetheatre'
なりと規定して,他の劇作家と峻別し,更にすすんで「劇場における詩は必ずしも印刷され
た言葉の詩とは限らず，このことはオニール劇のパッターンやリズムにより実証されてい
る」ことを教えている。このダウナーの見解は劇場におけるムードやアトモスフィアを創
造する天才としてのオニールを指摘する別の評価の判断と期せずして自ずから両々相自証
するものと言うべきか。次は"EugeneO'Neill:Apoet'squest''なるオニー ル論中の
名著をものしたRichardD.Skinnerである。彼はオニー ルの創造の生涯を一聖者の
遍歴にたとえることのできる詩人の探究とみなし，この詩魂にあふれた劇作家はGDays
WithoutEnd'をもって探究の終末にたどりついたものとしている。その劇のもつ迫真の
偉力"darkanddisturbingimpressivenesJに肉迫しえた劇作家は未だかって他に
求め得ないと断じ去ったのはJohnGassnerである。
又かの有名なLionelTrilling教授は，オニー ルの作品群は「リヤ王」や「フアウス
ト」の伝統に立つ性質を継承するが故に，それらはuncopiedなものである。つまり真
似ようとして真似ることを得ない天才の作なりと論じている。又@NineplaysofEugene
O'Neill'のintroductionをものしたJosephW.Krutchは,オニー ルも亦ポオー やメル
ヴィルと同様に,所謂自己の所属する時代精神と遊離して孤独であったところのsolitary
revolutionaryであると見なし，オニー ルはその非凡の直覚力，火をはくごとき真蟄性，
生れながらの劇的手腕の故に，心から賞賛されるか，ひどく非難されるかのどちらかであ
って，中途半端の手ぬるい評価をうけることはまずあり得ないとしている。
ここにオニールヘの極端な賛否両論の集中するゆえんのものがある。尚クルーチによる
と，時代をこえていつまでも持ちこたえるオニー ル劇は@S廿angelnterlude'とGLong
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Day'sJourneyintoNight'ということになっている。
次に@HountedHeroesofEugeneO'Neill'の著者EdwinA.Engelの見解に聞
●●●●●●●●，●●●．●●●●
く。エンゲルによると，この劇作家はその晩年に自己竝びに自己の過去と直面して（傍点
筆者,オニールは何とまあこの文句を繰返して大切にしていることだろうか。ちょうど,僕
らがふと「お念仏」をとなえるように事ある毎にだ｡)loveなるものに，世間普通に言わ
れている通俗的なpeace(オニー ルの所謂peaceofdeath)に対する優位を与えたもの
とし，オニー ルが掘りさげつつある，ビオニー ルの所謂@sicknessoftoday'なるもの
は，実はoftodayにあらずして,ofO0Neillなんだと指摘してみせてくれる。因み
にsicknessと言えば，小説家のアプトン，シンクレアはその著CMoneywrites!'の
中で，オニールの厭世主義は末期資本主義体制下における芸術家の芸悶のあらわれだとし
ている。
OliverM.Saylerの所謂<personificationofthecurrentAmericandrama'で
あると同時に，既に一種の伝説的なレヴェルに位置するこの普通にigloomyintrovert'
とよばれてる大芸術家は,JohnMasonBrownも言うごとくに，いやしくもおのれの
悲劇的テーマを推進させうると信ずるいかなるテーマに対しても，体当りの激しい意欲を
かきたてながら,直面して徹底的にかつ大胆不敵に攻め立てることを恐れず，又悪びれず，
実に堂々 とその比類なきcreativevitalityとcreativeimaginationとを駆使しな
がら芸術活動の途一筋につながって，不断の精進に精進を重ね，芸術家としての生涯を身
をもって実践し完うした言行一致の偉大さは，あくまでも@ourforemostandsuperb
dramatistinAmerica'の最高評価にふさわしいものであった。彼がその永遠の眠りに
ついた1953年12月7日のobituaryに曰く，
@Hemaynothaveachievedhistragicview,butfewtriedsohardashe!'
この施""""so〃αγαas〃’なる一句だけは，オニールを口にする場合のために肝
に銘じておこうではありませんか。
さて以上をもってオニールに対する総論的なる賛否の論を比較検討した次第であるが，
更に進んでオニール評価のラピラントをきりひらきつつより的確なるオニール認識を確立
せんがために，発表，上演のその都度賛否の声のはげしく対立した三つの作品GStrange
Interlude'@IcemanCometh'@LongDay'sJourneyintoNight'にそくして，各
論的にもろもろの評価を比較検討することにしよう。
× ×．×
0TheIcemanCometh'
まづ否定論を一括展望する。ゴーリキーの「どん底」とボードビルのチャンポンであ
り
る｡一体何が面白くてオニールはこんなしろものを書かねばならぬのか,さっぱりわからな
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0Desire'及び4Electra'と相伍する最高作。－これ以上にニヒリスティックな劇があ
るのかと自問しつつ，オニールの厭世主義的，反キリスト教的なる肉迫。劇の全体は人間
の死を待つ運命を示し，皆殺しによる運命の成就を示す。－この非常な長さの劇も期
待の連続の故に長からず，邪魔とはならない。すべての近代劇はこの(Iceman'と比較す
る時，たあいもない一箇のSoapOpera(軽薄センチメンタルなメロドラマ）に見える。
夢魔が作りだされてくるような劇「どん底」よりはすぐれている。この作品は作者の苦汁
にみちた暮しを如実に連想させる苦汁に充ちあふれた劇。
尚ついでに興味深い言及を列挙すれば。この作は多くの点で，イブセンの｢野鴨｣と比較
し得るもの。オニールのsinserityがさながらに脈動して，彼を他の劇作家とはるかに
引き離すに足るもの。「野鴨」との対比において考察する場合，人生の基底としての真実
を受けいれることを人間が拒否することにおいて多くの共通点をもつ。しかもイブセンの
楽観的なるに対してオニールは悲観的である。イブセンの野鴨とそのプロットとテーマを
比較しながらイブセンはそのあくまでとじこめつづけた悲劇の故に，オニールにたちまさ
る。その理由はオニールの<Iceman'は悲劇が,劇の始まる以前から起っているから。ゴオ
リキーの「どん底」との比較。オニールは何故にDeathが唯一の解決であるかと言う結
論において,より一層否定的であるかを示す興味深い比較｡完全なる社会と革命とに関する
あやまった考えにもかかわらず，ゴオリキーは遙かに劇的である。今一つのゴオリキーと
の比較。lIcman'と0LowerDepth'との重大なる相違点は，ゴリキー は人間は邪悪なる
社会に住んでいる，と主張するのに対して，オニールは人間自体が邪悪なものだ，と主張
する。
以上においてCThelcemanCometh'についての多彩なる意見の展開を打ち切り，次
いで賛否両論の激しい作品(Strangelnterlude'についての項目に稿を進めよう。
× ××
UStrangeInterlude'
作者のいわゆる$Super-Naturalism'の理想を実現するために,Interludism(オニー
ルの造語，人間の深層心理を余すところなく表現しつくそうとする意図の下に，ヨーロッ
パが既に久しく捨てて顧みなくなっていたsoliloquyやasideを復活して対話の間に
縦横自在に挿入しながら劇を展開する技法）なる奇抜なるexperimentを試みたので，
当然その反響は最も活発なる論争をまき起こした。以下にそのまことに興味津々たる実状
を展開する，先例にならってまづ否定論を一括紹介する。九幕劇，潜在意識を表現せんと
した深奥なる劇。水を割ってうすめた対話◎ぶざまに拡大されたwaste。併しわき目を
ふらせない程の面白さだ。－－－deepermeaningとsharpertruthの探究。passages
ofsoaringpoetryが随所に光っている。物好きな人間にとってのgreatplay,nine
fatacts,退屈でめんどうな，おまけにのろのろした見え透いたplotの展開。精神病の
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婦人についてのヒステリカルなanalysis,延々6時間に及ぶ退屈なしろもの。人生その
もののようにfascinatingなplay.－舞台のために書かれた小説，併し人目を惹か
んがためのstuntではない。観客の心を傷つける辛らつ性と酷烈の真理とを以て尖鋭に
見事に書かれたnovel-dramao-最高の作に非ず。興味深い難れ業，この劇の意識
の流れの手法もWoolfefJJoyceと比肩し得ない程度のもの。作中に多くのphony
poetryを持つ。一人間のあらゆる気持を言葉にあらわすことの埜本的困難の指摘。
オニールは思想家でも哲学者でもない。彼の工夫と考案になる劇は人をいらだたせ且意気
沮喪させる。彼が今後もかかることを継続すれば，彼にとって悪いと同時にアメリカ演劇
の将来にとってcalamityとなろう。枕に使ったドナルド・リー チの意見と同断｡一切の
気持を意識の中に押しこめようとすることの無益さ･Joyceが失敗したようにO'Neillも
また同断。登場人物はしばしば話し合う必要もない見えすいたobviousthingsについ
て語る。彼のfinestdrama,オニー ルは哲学者と言うよりはむしろ人生反対の宣伝者で
あって，人生に彼は地獄を見る。全作中に血の通った生きた人物なし。すべての登場人物
はいわば同数のFreudianratsのように振舞うことに多大の疑問あり。この作品の持つ
美点長所なるものも，技法の不適切なるによってほとんどまったく駄目にされた。－
5時間にわたるresonantemptinessのあげくのはてに，血の通った人物は唯一人も登
場しない始末だ｡この劇の内容が持つある確固たる不快感にも拘らず,この演劇の巨匠の仕
事はsincereな気持で貫ぬかれており，面白くてわき目もふらせぬほどだ。その倣点に
もかかわらず，アメリカ演劇史上における圧倒的なる里程表となっている。唯これらの登
場人物について悪いことは,彼等がすべてcrazyな人間であること。この劇は子供じみた
工夫と見えすいたプロットと更にその内容が不必要なまでに不快である。
オニールは登場人物と自己とを絶えず混同し同一視している。と言った類いの実に各人
各様のプロテストぶりであり，実はこのひとっぴとつについて私なりのconlmentを加え
たいのだが,今はその余裕のないのは残念である。ところで今度は賛美の論であるが,同一
の作品に対する反応が何故にかくの如く正反対のものとなるのか，奇異だとか興味深いと
言ったのんきな感想を越えて,我等を絶望の感慨に沈ませるものがあるではないか｡いわば
議論をすることの涯しなさとむなしさだ｡黙してひとり静かに,いわば一切のmonograph
の中の最高のモノグラフであり，モノグラフの源泉としてのO'Neillcanonに心をこ必
て推参することのこよなき意義をしみじみと感ずる。不要の感懐は暫らくお預けとして，
さらに賞美感嘆の反響を繰りひろげることにする。
巨大な野心的なる冒険，舞台がこれまでに持った最も驚嘆すべき冒険の一つ。オニール
がauthenticgeniusであることを証明する作品。わがアメリカ演劇の舞台への最高の
貢献。一一ドラマツルギーの技術ないし技法における重大にして意義深きexperimento
演劇のしろうとにはわずらわしいだろうが，玄人筋にとっては魅力に富むもの。その
0Interludism'なるものもdGreatGodBrown'におけるmaskの使用程にはclumsy
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ではない｡－現代アメリカ演劇にとって最も重大なeventである｡オニールは人生の
みならず,人生そのものを,一握りの男女のみならず,人類を把握表現した。9幕の劇,彼の
ものした最も意義深い作。－これまでアメリカ人によって書かれた戯曲中最も素晴ら
しい作品，わが世代の中で最も目ざましい劇であると同時にアメリカ作劇術史上に光る
monumento-ひとりオニールのみが,この種の劇によりaudienceを舞台に釘づけ
にすることができる。非常に重要であるばかりか，多分偉大でさえあるかも知れない。し
かし，とても完壁の劇とはいいがたい。－オニール劇中の最も偉大なるもの。およそ
在来の劇中にて最も偉大なるもの。本世紀最大の劇。オニールをしてworldfigureに
するところの作品。Ninaはすべての点において,EternalWomanである。－牢
固不抜の演劇の伝統を塵芥溜のなかにすて去るていの傑作。verbalpowerandbeauty
の顕微鏡の下なる人間の魂のメカニズムを示す。人間の心の保護されている秘密のくまぐ
まに対する堂々たる冒険。－フロイド的な最初の戯曲。フロイドの精神分析理論を成
功のうちに利用し得た作。傍白や独白は過去の生活の手探りに|察してvitalな作用と効
果を持つ。－篭嘆すべき劇的威力,傍白の使用により人間存在の根源に一歩接近｡現代
におけるheroicdrama,従来小説のみがよくなしえたものをstageにもたらした劇。
面白くて微妙で，偉大であってかつ又端的なり。在来戯曲の何ものとも比較しえないユニ
ークな性格のもの◎誰が何と言っても,dramaの進歩における意義ふかいmilestone・
他のどんな方法によっても打出すことの出来ないもの。アメリカ演劇への最も重要なる貢
献の一つ。－見逃すことの出来ない無類無比の作。－詩と小説との結合になるこ
の独創の戯曲は，よしんば偉大なるものと言い得ないとしても,engrossingな性質のも
の。その根本的な性質においてドストイエフスキーの作と比肩し得るもの，アメリカ人の
書いた最も偉大なるdramao－dramaにとって偉大なる日が立ち帰った。オニー
ルは我等に劇に対するreverenceを抱かせてくれた。オニールの従来ものした作品中の
bestplay,彼に対するdisparagersに対して思いきり冷水をぶつかけるていの作。
在来のリアリスティックな戯曲に痛烈なるbodyblowをぶつつけたもの。－
3dimensionalplayとでも称すべきもの。その言いまわしこそ各人各様にしろ，等しく
非常な感動の驚嘆を表明しており,0IcemanCometh'の場合にも,@Strangelnterlude'
の場合においてもその上演のOpeningnightreviewなるものにおいて感動のさまは
ひとしお強烈鮮明であるのは，特にオニール戯曲の根本性格あるいは本質的属性に由来す
るものだろうか。 最後にオニー ルのいわばtestamentof
beautyなるものとして，死後4半世紀間の発表禁止の遺言を破って脚光を浴びた問題
作，かのT・S.EliotをしてOoneofthemostmovingplayslhaveeverseen'な
る感嘆の声を発せしめた(ALongDay'sJourneyintoNight'の反響を追求して，オ
ニー ルに対する賛否両論の検討点検を打上げとしたい。尚この戯曲はtheO'Neillsの
biographyに即した劇的展開なりとの事実は，この作をしていやが上に興味深きものと
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の「地平の彼方」（1920）や「楡の木蔭の慾情」（1924）のあたりでは，純粋に燃焼して
いた。－筆者はこれらの戯曲がオニールの生涯ではやっぱり一番の傑作ではないかと，
その若々しいロマンティシズムをなつかしんでいる－しかし，その情熱は次第に，血管
が硬化する如く硬化し，知性と名づけることもできぬような理知がそこから分離しそれを
支配し，20年代末から30年代のあのような不自然なトリック本位の戯曲となった。そして
雄弁となればなるほど，それは動脈硬化の11乎号に近づいてくる。それはオニールのような
作家には必然な，それこそ宿命的な展開なのだ｡」理路整然として明快なる断定であ
る。併しこの芥川説にしろ，志賀見解にしるあくまでも芸術至上主義のしかも主知主義的
好みと，価値判断に立つ一派を代表する一見解に過ぎず，決定的論拠としたり，絶対評価
とするにはあたらぬことはここにいまさららしく指摘するまでもないことであろう。これ
らの意見には，対岸の火事を灘祝する者の冷やかさないし呑気さに似たものと，安全地幣
に身を置く者の岡目八目的な鋭さともどかしさとが混交していないでもないではないの
か。それはそれとして日本におけるオニール研究者にとっては看過することの出来ない
興味ある見解として，この際ちょっと引用しておく。次にlFiftyYearSofAmerican
Drama'の著者AlanS・Downerの，オニールについてのくられた文章の一部を引用す
ると，「その生涯のほとんど当初から，オニールは傑出した劇作家としてみとめられてきて
いる。すなわち,1930年ころには,彼は指導的なアメリカの劇作家で,西洋中の新らしい演
劇界の第一流の劇作家と並んだ地位を与えられることは明らかであった。オニールには独
特に組み合わさった技術と幻想がある。すなわち演劇界に生れ，育ったので，彼は舞台効
果の秘訣をよく知っている。一方何年もの旅行と経験は彼に，人生の神秘の意識を与え，
それが自分の技巧を単に表面的な効果にのみ使わせない。…（中略）…オニールは演劇と
いうものによって，いろいろな|刻係や皮肉を視覚的に樹立することができる。このように
して，この劇（楡の木蔭の慾望(1924)）は，詩劇ではごくありふれたものであるが，現代
散文淡劇ではまれな，濃縮した力のこもった烈しさを達成している。その世界が広いため
にのみ「喪服の似合うエレクトラ」は悲劇的幻想の点で，「楡の木蔭の欲望」にまさって
いる。この二つの劇はアメリカ演劇の最高の瞬間を代表する。」（成田成寿他訳）
ダウナー の以上の見解は短文よくその本質にふれて的確である。さて筆者のオニー ル観
を端的にのべるとすれば，彼はアイルランド演劇界の双壁ショオやシングらと共にケルト
の血を，その血管に脈動させながら，エンゲルの指摘する如く生涯belongすべきところ
を探し求めて天地の間をさまよいつづけた生粋の浪漫派であり，神秘直観を尊重する芸術
世界の，というよりは人生そのものの大通歴者であった。彼には，常にどこやら三界火宅
なるケイオスを枕樫する偉大なる挫折の人の面影があった。そして彼もまたその傾倒する
芸術上の導きの星であったストリンドベリー や思想上の崇拝者であったニー チェと共に，
この地上におてい「千の地獄」をその眼でみたばかりではなく，身をもって自証した得難
き受難者の一人ではなかったのか。絶えず何ものかに対する永遠の郷愁に種かれつつ，真
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実一路の求道に徹しながらも，梢然たる孤影と共に歩んだ永遠のさすらいびとであったの
だ。 この神秘直観派の詩人劇作家の詩魂の跡をあとづけるにあたり，徒らに地上をは
いずりまわるに役立つ分別臭い現実本位の合理主義のものさしのみを武器として，あた
かも万能の武器をふりかざす如くにアプローチしようとするのは錯覚のわざではあるまい
か。生涯直観を重視し，怪しいまでに鋭い直覚力の駆使になるその詩人的浪漫派戯曲に迫
るためには迫る側も対象作家の本質究明に欠くことのできない直覚力と想像力とに総動員
を下すべきが筋であろう。合理主義の分別臭い理性ないし知性のみをもってしては結局オ
ニール芸術の最も大切なる流動する肝腎かなめの生命力とは無縁のままに終りがちではな
いのか。霊妙なる直覚の力とあふれんばかりの創造的想像力の駆使による魂の結晶－そ
れがオニールの業績を特色づけているが故に。
オニー ルの人生観は一口で表すならば@Lifeismerelyaninevitableprogression
towarddeath.’だと言われる。ところでこれは筆者のいつものくせで，常に相当の独断
をやらかすのだが，それは気ままなるエセイ書きとして大目にみていただきたい。どうし
て妙なことを言い出すかと言うと，オニー ルの心のどん底には何か生死無常の自覚が，欧
米における並の芸術家よりはよほど深刻にと言うよりむしろ無常観の本家本元たるわれわ
れにもまさって，深く強くしみこんでいて，それがオニール芸術の重大なる性格を形成し
ているものと思われる。たとえばIcemanのヒッキーは光を求めてしきりに見性成仏,
見性悟道，のことを力説強調してやまないとするのは無理だとしても，無常迅速生死事大
ともとれば受けとれるpassageやせりふが相当にあるばかりか，それ等全体の行間に表
現とはならぬ背景ないし背後における。,微妙幽幻なるムー ドとして実在し惨透しているこ
とが感得されるのだ。オニー ルがbelongを求めてさすらった境域とはかのいやはての
里，見性成仏の天地ではなかったろうか。
「生を明らめ死を明らむるは仏家一大事の因縁なり，生死の中に仏あれば生死なし，但
生死即ち浬樂と心得て，生死として厭ふべきもなく，浬藥として欣ふべきもなし，是時初
めて生死を離るる分あり。唯一大事因縁と究尽すべし。…（中略）…最勝の善身を徒らに
して露命を無常の風に任すること勿れ。無常葱み難し，知らず露命いかなる道の草にか落
ちん，身己に私に非ず，命は光陰に移されて暫くも停め難し，紅顔いづくへか去りにし，
尋ねんとするに蹄跡なし。…（下略）…」（曹洞教会修証義総序）
Marsden(Paternally-inherfather'stone)
YouhadbestforgetthewholeaffairofassociationwiththeGordons.
Afterall,dearNina,therewassomethingunrealinallthathashappened
sinceyoufirstmetGordonShow,somethingextravagantandfantastic,the
sortofthingthatisn'tdone,really,inourafternoons.Soletyouandme
forgetthewholedistressingepisode,regarditasaninterlude,oftrialand
preparation,say,inwhichoursouls･havebeenscrapedcleanofimpure
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fleshandmadeworthytobleachinpeace.
Nina(Withastrangesmile)
Strangeinterlude!Yes,ourlivesaremerelystrangedarkinterludesin
theelectricaldisplayofGodtheFather!(<Strangelnterlude'幕切れ）
この「修証義総序」の永遠のすべりだしと「奇妙な幕間狂言」幕切れの科白にみる如
き，ぬきさしならぬ生死無常観の体認者としての我々に，尚且痛烈に訴えるものを胎みつ
つ凄槍無残の虚無を，個性の色濃く彩ったものとして，オニール芸術の展開があり，そこ
では現代人のもろもろの迷執に由来する自我分裂，アムピイヴアレンス，自己疎外，自滅
衝動とそれらに絡まる罪悪感といったふうの，きわだって今日的な心理の実態と，オニー
ルの言う6sicknessoftoday'なるものの諸相に対する執勧なる追求と，己が宿命との
体当りのガムシヤラな格闘になるひたむきな芸術的精進の成果として，彼のすぐれて個性
的なる芸術がある。ところで，私は筆の赴くままに，ふと「見性成仏」の一句をもってし
たのだが，さてオニールにおける「見性」が，自性清浄の慈悲ならぬ，絶望のミザントロ
ープとして，一切の営為を空漠たる妄想なりと断じ去るていの厭世外道の虚無的人性観な
りや否や，この事の究明と断定は，彼の(belonging'の帰趨結着点を見きわめる課題と
共に，総じて，オニール論孜における画竜点晴の一大事に属する事柄に他ならず，私とし
ては機の純熟する他日の縁を期するのが至当であろう。尚その活動の全遍歴を通じ，純一
無雑なる思慕の対象としての実母エラと，宿命的な出会として，彼の芸術上の導きの星，
ストリンドベリーとに対する終始一貫せる没我的傾倒と献身の事実と，前掲「死亡告知」
の一文さながらに，この一筋につながる詩魂の壮烈崇美なと言うべき精進とには，とって
もって，われら人生の旅を照らし導くに足るものがある。＜一人成仏すれば九族天に昇
る＞とする，正しくそのく一人＞としてオニールを信愛せんとするたぐいの賛美論者たる
私のこの傍若無人の頌徳文が，必ずしも単に，夜郎自大者流の牽強附会の論策とは限らぬ
ものとみなす若干の読者があれば，望外の喜びとすべきであろう。尚この覚え書を草する
にあたり,JordanMiller氏のモノグラフに負うことの多大なるを明記し，この篤学者
に敬意と感謝の念を表わすのは私の義務である。
(1963.10.15)
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